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学校での新型コロナ感染症対策等に関する要望書

５月に行った要望について、市の対策にその一部を反映をして頂き、ありがとうございました。

７月に改めて「新型コロナ問題・第２回市民アンケート」を行いました。寄せられた１０５人の市

民の方々からの意見と、その他市民の皆さんの意見をもとに、下記の通り要望をします。よろしく検

討をお願いします。（アンケート結果を、参考に添付します。）

また、学校教育に関する要望以外については、別途市長あてに要望書を提出しています。

記

（１）小中学校で感染者が出た場合の対応について

・３月の時のような一斉休校を安易に行わないよう強く求めます。

・新型コロナ感染者が出たときの出席停止、臨時休業、ＰＣＲ検査等の動きとその判断基準を事前

に周知して頂きたい。

・感染者が出た場合は、濃厚接触者について狭くとらえず、感染者が児童・生徒の場合は少なくと

もそのクラス全員、感染者が教員の場合は教員全員のＰＣＲ検査を行って頂きたい。

・万一、学級単位、学年単位、学校単位で臨時休業せざるを得ない状況の場合は、休業する範囲の

児童・生徒、教員全員のＰＣＲ検査をおこなって頂きたい。

（２）幼稚園で感染者が出た場合の対応についても、小中学校に準じた対応をしていただくようお願

いします。

（３）教員のＰＣＲ検査の定期的な実施

教員は、子ども達と濃厚接触する可能性が高く、教員が感染した場合多くの児童生徒に感染拡

大させる危険があります。そのため教員は定期的にＰＣＲ検査を受けることができるようにして

ください。

（４）感染防止対策での教員の負担軽減

アルコール消毒をはじめ、学校での感染防止対策のため、通常の業務に加えて教員の負担が大

変重くなっています。こうした追加の業務は委託して、教員の負担軽減をはかってください。

（５）家庭のネット環境に関するアンケート調査結果を公表していただきたい。

（６）ＧＩＧＡスクール構想の取り組みの進捗状況を随時公表していただきたい。



（７）体育館へのエアコンの設置をお願いします。

（８）少人数学級の実施

新型コロナ感染症対策でソーシャルディスタンシングが求められましたが、改めてこれまでの

学校教育が多人数詰め込みであることが認識されました。質の高い教育をするには、教える側に

余裕が必要です。児童・生徒にじっくり関わるためにも少人数学級の実施を強く求めます。

（９）学校給食の無償化

子ども達に、美味しく栄養のある給食を公的に提供することは、子どもと子育て世代への大き

な支援になります。ぜひ無償化に向けて検討、取り組みをしていただきたい。

以上


